
大
き
な
力
に

立
ち
向
か
う
こ

と
は
並
大
抵
で

は
な
い
。
最
近

で
は
米
大
統
領

に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ

赤
根
所
長
へ
の
威
圧
、
福
岡
県

議
会
の
金
銭
授
受
問
題
な
ど
が

典
型
だ
ろ
う
。
理
不
尽
さ
に
気

づ
き
な
が
ら
も
、
そ
の
多
く
が

抗
え
な
い
。
更
に
嘆
か
わ
し
い

の
は
、
果
敢
に
正
論
を
唱
え
る

者
を
支
援
す
る
ど
こ
ろ
か
、
距

離
を
置
き
、
保
身
に
走
る
風
潮

だ
▲
動
物
学
者
の
サ
ル
と
ゴ
リ

ラ
の
考
察
。
サ
ル
は
上
下
関
係
、

優
劣
、
損
得
を
明
確
に
す
る
。

ケ
ン
カ
の
際
、
周
囲
の
サ
ル
は

〝
強
い
方
へ
加
勢
〞
す
る
点
が

興
味
深
い
。
一
方
、
ゴ
リ
ラ
は

優
劣
、
勝
敗
を
つ
け
ず
、
し
か

も
見
返
り
を
求
め
な
い
。
相
手

の
立
場
で
思
考
、
共
感
す
る
対

等
な
社
会
と
さ
れ
る
▲
私
た
ち

医
療
界
を
含
め
、
一
般
有
権
者

に
と
っ
て
も
生
活
直
結
の
陳
情
や

要
請
は
重
要
な
活
動
だ
。
だ
が
、

理
解
あ
る
議
員
が
い
る
一
方
で
、

議
会
が
〝
長
の
独ど
く
だ
ん
じ
ょ
う

壇
場
〞
で
諫い
さ

め
る
者
が
不
在
と
い
う
構
図
も

あ
る
。
そ
の
場
合
、
予
算
配
分

の
軸
足
は
議
員
ら
の
利
得
案
件

に
。
反
面
、
福
祉
関
連
な
ど
は

不
十
分
と
な
る
感
は
否
め
な
い
。

低
い
投
票
率
も
遠
因
か
▲
せ
め

て
医
療
は
平
等
で
あ
り
た
い
。

動
物
の
生
態
な
ど
か
ら
自
省
す

る
こ
と
が
あ
り
そ
う
だ
（
三
）

現
在
、
歯
科
医
療
機
関
を

取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
深
刻

で
す
。
高
止
ま
り
す
る
賃
料
や

光
熱
費
、
物
価
高
に
伴
う
歯
科

材
料
費
や
医
療
資
材
の
高
騰
、

供
給
不
足
が
、
医
院
経
営
を
大

き
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、「
求
人
を
出
し
て
も
人
員

が
確
保
で
き
な
い
」
と
い
う
人

手
不
足
の
問
題
が
追
い
打
ち
を

か
け
て
お
り
、
現
行
の
低
い
診

療
報
酬
の
ま
ま
で
は
、
現
場
を

支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
処
遇
改
善

を
十
分
に
行
う
に
も
限
界
が
あ

り
ま
す
。

患
者
に
質
の
高
い
歯
科
医

療
を
提
供
し
続
け
、
誰
も
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
る

た
め
に
は
、
現
場
が
直
面
す
る

こ
の
実
態
を
社
会
や
政
府
へ
訴

え
、
改
善
を
求
め
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
一
人
の
声
は

小
さ
く
て
も
、
多
く
の
仲
間
が

集
ま
れ
ば
現
状
を
動
か
す
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。
歯
科
医
師

や
ご
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ

め
、
医
師
、
介
護
・
福
祉
に
携

わ
る
皆
様
と
と
も
に
、
歯
科
医

療
の
未
来
を
切
り
開
き
ま
し
ょ

う
。皆

様
の
ご
参
加
・
ご
賛
同

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

［集会概要］
日 時：10月29日（木）午後１時～２時40分（集会後、パレードを予定）
会 場：上野恩賜公園・野外ステージ（東京都台東区上野公園2－1）

（当日はオンラインでのリアルタイム視聴も予定しています）
参加費：無料
参加形態：会場参加またはWeb視聴
申 込：電話（03-3205-2999）またはメール（info@tokyo-sk.com）に

て、お名前・診療所名・ご連絡先をお知らせください。
担 当：運動本部

「もう待てない 平和と社会保障を立て直せ！10.29いのちまもる総行動」実行委員会
事務局
団　体

主　催

連絡先

上野恩賜公園野外ステージ
東京都台東区上野公園2-1　TEL 03-3828-5644

110-0013 東京都台東区入谷1-9-5医療労働会館3F　TEL03-3875-5871　https://www.irouren.or.jp/日本医療労働組合連合会

13：30～14：40

全国保険医団体連合会／全日本民主医療機関連合会／日本医療福祉生活協同組合連合会／日本医療労働組合連合会／全国大学高専教職員組合／
日本自治体労働組合総連合／東京医療関連労働組合協議会／全国福祉保育労働組合／中央社会保障推進協議会／新医協（新日本医師協会）

●ケア労働者の大幅増員・大幅賃上げ、報酬の
緊急大幅引き上げを！

●医療・介護負担増反対！医療・介護保険制度
改悪阻止！

●医療・介護・福祉・保健の現場を守れ！
●ミサイルよりケアを、軍拡ではなく社会保障
に予算を回せ！

集　会

パレード 15：00～

10.29

10月29日
2026年

木

総
行
動

総
行
動
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平和と

社会
保障を

立て直せ！

もう待てない

！！

「いま、声をあげよう」医療の未来を切り開く決起集会
10・29「いのちまもる総行動」

参加し
ません

か！

協
会
へ
の
問
い
合
わ
せ

◆
施
設
基
準
や
選
定
療
養

の
報
告
が
大
幅
変
更

施
設
基
準
の
届
出
や
選
定

療
養
の
報
告
を
行
っ
て
い
る

医
療
機
関
で
は
、
毎
年
８
月

１
日
時
点
の
状
況
を
同
月
31

日
ま
で
に
厚
生
局
へ
報
告
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
２
０
２
５
年
度
に
報

告
が
必
要
な
施
設
基
準
等
の

総
数
は
12
項
目
あ
り
、
そ
の

う
ち
一
般
的
な
診
療
所
で
届

出
や
報
告
が
必
要
だ
っ
た
の

は
４
か
ら
８
項
目
ほ
ど
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
26
年
度
の

定
期
報
告
か
ら
は
金
属
床
義

歯
、
歯
科
衛
生
実
地
指
導
料

な
ど
の
算
定
状
況
、
初
診
料

（
歯
科
）
の
注
１
の
報
告
な

ど
が
不
要
と
な
っ
た
た
め
、

求
め
ら
れ
る
報
告
は
、
特
別

な
も
の
を
除
け
ば
わ
ず
か
２

項
目
の
み
に
減
少
し
た
。
無

駄
な
事
務
作
業
が
減
る
こ
と

は
大
歓
迎
だ
が
、
こ
の
大
幅

な
削
減
が
事
前
に
十
分
に
周

知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
現
場
で
は
「
何
を
提
出

す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
な
ど
大
き
な
混
乱
が
生

じ
た
。

◆
混
乱
の
中
心
は
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
報
告

26
年
度
の
歯
科
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
仕
組
み
が
大
幅
に
変

更
さ
れ
た
。
そ
の
影
響
で
、
同

評
価
料
を
25
年
度
か
ら
算
定
し

て
お
り
、
26
年
度
も
引
き
続
き

算
定
を
希
望
す
る
医
療
機
関

は
、
６
月
１
日
ま
で
に
再
届
出

を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
８
月
に
は
25
年

度
分
の
実
績
報
告
書
お
よ
び
26

年
度
分
の
中
間
報
告
書
の
提

出
も
必
要
と
な
り
、
現
場
は
対

応
に
追
わ
れ
た
。

加
え
て
、
同
評
価
料
の
算

定
を
26
年
度
か
ら
新
た
に
開

始
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
６
月
１
日
ま
で
に
算
定

開
始
の
た
め
の
届
出
を
す
る

の
に
加
え
、
８
月
に
は
26
年

度
分
の
中
間
報
告
書
の
提
出

を
求
め
ら
れ
、
混
乱
に
拍
車

が
か
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
実
績
報
告
書

や
中
間
報
告
書
の
提
出
が
間

に
合
わ
な
い
医
療
機
関
が
続

出
。
最
終
的
に
提
出
締
め
切

り
が
延
長
さ
れ
る
事
態
と
な

り
、
受
け
手
で
あ
る
厚
生
局

の
窓
口
で
も
大
混
乱
が
生
じ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

◆
分
か
り
に
く
い
制
度
の

問
題
が
露
呈

実
績
報
告
等
の
報
告
書
へ

の
記
載
内
容
自
体
も
分
か
り

づ
ら
く
、
困
惑
が
広
が
っ
た
。

そ
も
そ
も
「
定
期
昇
給
」
と

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」
が
明
確
に

区
別
さ
れ
て
い
な
い
小
規
模
な

歯
科
医
院
に
と
っ
て
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
概
念
自
体
が

理
解
し
に
く
い
。
さ
ら
に
、
非

常
勤
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
職
員

を
雇
用
し
て
い
る
場
合
、
何
を

基
準
に
計
算
す
べ
き
か
が
不
透

明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
評
価
料

の
過
不
足
が
生
じ
た
際
の
処
理

方
法
や
、
法
定
福
利
費
分
の
扱

い
が
、
現
場
の
実
務
に
即
し
て

い
な
い
こ
と
も
混
乱
を
深
め
る

原
因
と
な
っ
た
。

◆
交
付
金
と
の
連
動
で

　
さ
ら
に
複
雑
化

東
京
都
の
診
療
所
等
賃
上

げ
支
援
事
業
（
給
付
額
15
万

円
）
の
交
付
金
を
、
報
告
書

に
ど
の
よ
う
に
記
載
す
べ
き

か
も
大
き
な
問
題
と
な
っ

た
。
交
付
金
を
活
用
し
て
引

き
上
げ
た
分
は
、
評
価
料
に

よ
る
賃
上
げ
で
は
な
い
た

め
、
報
告
書
の
計
算
か
ら
除

外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

給
与
の
引
き
上
げ
分
を
、
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
に
よ
る

部
分
と
、
交
付
金
に
よ
る
部

分
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
分

割
し
て
計
算
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
交
付
金
制

度
そ
の
も
の
の
設
計
も
不
自

然
で
あ
っ
た
。
制
度
内
容
が

公
表
さ
れ
た
の
は
２
月
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
付

金
の
対
象
と
な
る
賃
上
げ
期

間
は
「
昨
年
１
２
月
か
ら
今

年
５
月
ま
で
」
と
、
過
去

に
さ
か
の
ぼ
る
形
に
設
定

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

過
去
の
対
象
月
分
に
つ
い

て
は
一
時
金
（
賞
与
な
ど
）

と
し
て
遡
及
支
給
す
る
な

ど
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
対

応
が
必
要
と
な
り
、
報
告

を
含
め
た
事
務
処
理
を
極

め
て
複
雑
に
し
た
。

◆
直
前
の
情
報
開
示
と

　
つ
な
が
ら
な
い
厚
生
局

必
要
な
様
式
の
公
表
の

遅
れ
も
あ
っ
た
。
３
月
に

改
定
内
容
が
発
表
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

８
月
報
告
の
用
紙
や
詳
細

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
公
開
さ

れ
た
の
は
、
５
ヵ
月
も
経

過
し
た
報
告
書
提
出
月
の
８

月
だ
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
関
連
の
届
け

出
に
限
っ
て
は
、
従
来
の
施

設
基
準
の
届
け
出
方
式
と
は

異
な
り
、
原
則
電
子
メ
ー
ル

で
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
医
療
機
関
は
厚
生
局
の

都
合
に
振
り
回
さ
れ
続
け

た
。こ

う
し
た
状
況
下
で
、
歯

科
医
療
機
関
が
確
認
の
た
め

に
問
い
合
わ
せ
を
試
み
て

も
、
厚
生
局
の
電
話
回
線
は

常
に
話
し
中
で
、
全
く
つ
な

が
ら
な
い
状
態
が
続
い
た
。

協
会
へ
の
問
い
合
わ
せ
件

数
も
、
８
月
と
し
て
は
異
例

の
２
千
200
件
を
上
回
っ
た
。

千
葉
・
神
奈
川

再
び
甚
大
被
害

台
風
25
号
に
よ
り
、
千
葉
県
・
神
奈
川
県
を
中
心
に

多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

９
月
22
日
に
千
葉
県
が
発
表
し
た
資
料
で
は
、
医
科

・
歯
科
の
別
は
不
明
で
す
が
、
25
の
医
療
施
設
が
被
害

に
遭
い
ま
し
た
。
内
訳
は
、
浸
水
15
件
、
停
電
４
件
、

雨
漏
り
４
件
、
土
砂
崩
れ
１
件
、
そ
の
他
１
件
で
す
。

歯
科
の
被
害
状
況
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
ら
、
改
め
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

８
月
累
計
２
０
０
０
件
超

８月定例報告を巡り８月定例報告を巡り
歯科医療機関大混乱歯科医療機関大混乱

◆
混
乱
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
改
善
を

26
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
一
環
と
し

て
施
行
時
期
を
後
ろ
倒
し
に

し
て
か
ら
２
回
目
の
改
定
で

あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
現
場
が
混

乱
し
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。これ

ま
で
も
混
乱
を
引
き

起
こ
し
た
診
療
報
酬
改
定
は

多
々
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
診
療
内
容
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
混
乱
の
原
因
は
、

診
療
に
は
直
接
か
か
わ
ら
な

い
施
設
基
準
を
設
定
し
て
い

る
こ
と
、
歯
科
医
療
機
関
の

実
態
を
考
慮
せ
ず
、
ど
の
よ

う
な
混
乱
が
起
き
る
か
も
想

定
せ
ず
、
た
だ
た
だ
政
府
の

都
合
で
対
応
を
進
め
た
こ
と

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
施
行
時
期
後
ろ

倒
し
の
本
来
の
目
的
は
、「
医

療
機
関
・
薬
局
等
や
ベ
ン
ダ

の
集
中
的
な
業
務
負
荷
を
平

準
化
す
る
」（
23
年
８
月
２
日

・
第
551
回
中
央
社
会
保
険
医

療
協
議
会
）
こ
と
で
あ
っ
た

は
ず
だ
。
し
か
し
、
医
療
機

関
で
の
業
務
負
荷
は
平
準
化

ど
こ
ろ
か
、
過
度
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
は
今
回
の
事
態
の
原
因
を

反
省
し
、
同
じ
よ
う
な
混
乱

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
対
策
を

取
る
べ
き
で
あ
る
。

（ 1） 第６７９号 ２０２６年（令和８年）１０月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

発 行 所
東京歯科保険医協会

〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場1-29-8
 いちご高田馬場ビル6階　
電　話　03（3205）2999
振替口座　00180-0-118231
購 読 料　年 6,000円

（会 員 の 購 読 料 は 会
費 に 含 ま れ て い ま す）



 
個
別
指
導
は
103
件
、新
規
個
別
指
導
は
244
件
に
実
施

「
情
報
提
供
」
に
よ
る
指
導

「
情
報
提
供
」
に
よ
る
指
導

　

実
績
が
計
画
を
上
回
る

　

実
績
が
計
画
を
上
回
る

2025年度
表１　個別指導の選定理由ごとの実施件数の推移

年度 情報提供 再指導 高点数 その他 合計
2020 13 24 0 0  37
2021  9 22 0 1  32
2022 45 57 0 3 105
2023 40 53 0 3  96
2024 44 51 2 3 100
2025 35 58 8 2 103

表２　指導後の結果の推移
（１）個別指導後の措置

年度
措置済のもの 未措置のもの

合計
概ね妥当 経過観察 再指導 要監査 計 中断中 通知未発

2020 3（8.3%） 17（47.2%） 16（44.4%） 0（0.0%） 36 1   0   37
2021 0（0.0%） 18（78.3%） 　5（21.7%） 0（0.0%） 23 5   4   32
2022 2（2.6%） 39（51.3%） 35（46.1%） 0（0.0%） 76 1 28 105
2023 1（1.2%） 48（59.3%) 32（39.5%） 0（0.0%） 81 6   9   96
2024 1（1.0%） 43（44.8%） 52（54.2%） 0（0.0%） 96 4   0 100
2025 3（3.0%） 52（52.5%） 44（44.4%） 0（0.0%） 99 3   1 103

わ
れ
る
。
厚
生
局
は
、「
年
度

途
中
の
情
報
等
に
よ
り
早
急
に

指
導
が
必
要
と
認
め
る
保
険
医

療
機
関
に
つ
い
て
、
適
宜
選
定

委
員
会
に
お
い
て
選
定
の

上
、
実
施
す
る
」
と
し
て
お

り
、
情
報
提
供
に
よ
る
指
導
が

優
先
的
に
行
わ
れ
た
結
果
、
計

画
を
大
き
く
上
回
る
実
施
件
数

と
な
っ
た
。

「
高
点
数
」
を
理
由
と
し
た

個
別
指
導
で
は
、
24
年
度
が
２

件
、
25
年
度
が
８
件
で
あ
っ
た

が
、
今
年
度
は
20
件
が

計
画
さ
れ
て
お
り
一
定

の
件
数
が
実
施
さ
れ
る

と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
個
別
指
導
全

体
の
指
導
結
果
を
み
る

と
、
44
・
４
％
が
「
再

指
導
」
と
な
っ
て
お

り
、
依
然
と
し
て
半
数

近
い
医
療
機
関
が
再
び

個
別
指
導
の
対
象
と
な

っ
た
（
表
２-

⑴
）。

　
◆
新
規
個
別
指
導
で
の

再
指
導
19
件

新
規
指
定
を
受
け
て

か
ら
お
お
む
ね
１
年
以

内
の
医
療
機
関
を
対
象

と
す
る
新
規
個
別
指
導

は
、
244
件
実
施
さ
れ

た
。
指
導
結
果
の
内
訳

は
、「
概
ね
妥
当
」
53

件
、「
経
過
観
察
」
172

件
、「
再
指
導
」
19
件

と
な
っ
た
（
表
２

-

⑵
）。新
規
個
別
指
導

の
結
果
が
「
再
指
導
」

と
な
っ
た
場
合
、
次
回
の
指
導

は
個
別
指
導
と
同
じ
方
法
で
行

わ
れ
る
。
対
象
カ
ル
テ
は
30
件

と
な
り
、
持
参
物
に
金
属
材

料
、
薬
剤
、
そ
の
他
歯
科
材
料

な
ど
の
購
入
・
納
品
伝
票
な
ど

も
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
新
規
個
別
指
導
で
も

持
参
物
不
足
な
ど
に
よ
り
指
導

が
中
断
と
な
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
指
導
当
日
は

必
ず
持
参
物
を
確
認
し
、
指
導

に
臨
む
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

◆
正
し
い
知
識
と
カ
ル
テ
記
載

12
月
に
講
習
会
を
開
催

指
導
対
策
に
お
い
て
は
、
正

し
い
保
険
請
求
の
知
識
と
、
そ

の
根
拠
と
な
る
カ
ル
テ
記
載
が

も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
協
会

で
は
、
26
年
度
改
定
を
踏
ま
え

た
保
険
点
数
の
算
定
要
件
や
指

導
に
耐
え
う
る
カ
ル
テ
記
載
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る

新
規
開
業
医
講
習
会
を
12
月
に

開
催
す
る
。

こ
れ
か
ら
指
導
を
受
け
る
予

定
の
先
生
や
、
カ
ル
テ
記
載
・

保
険
請
求
に
不
安
を
抱
え
る
先

生
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
（
詳
細
は
５
面
）。

（２）新規個別指導後の措置

年度
措置済のもの 未措置のもの

合計
概ね妥当 経過観察 再指導 要監査 計 中断中 通知未発

2020 29（31.2%） 64（68.8%）   0（0.0%） 0（0.0%）   93 0    0   93
2021 13（28.9%） 30（66.7%）   2（4.4%） 0（0.0%）   45 0    0   45
2022 88（26.3%） 233（69.8%） 13（3.9%） 0（0.0%） 334 0 119 453
2023 90（24.1%） 258（69.0%） 26（7.0%） 0（0.0%） 374 0   37 411
2024 49（23.2%） 137（64.9%）  25（11.8%） 0（0.0%） 211 2    0 213
2025 53（21.7%） 172（70.5%）  19（7.8%） 0（0.0%） 244 0    0 244

協
会
は
８
月
27
日
㈭
、「
２

０
２
６
年
度
の
個
別
指
導
、
集

団
的
個
別
指
導
を
知
る
」
と
の

テ
ー
マ
で
社
保
研
究
会
を
開
催

し
た
。
９
月
17
、
18
日
に
迫
る

26
年
度
の
集
団
的
個
別
指
導
の

実
施
を
前
に
、
協
会
で
は
か
ね

て
よ
り
研
究
会
を
準
備
。
そ
の

後
、
通
知
を
受
け
た
会
員
か
ら

不
安
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

た
め
、
急
き
ょ
そ
の
不
安
を
解

消
す
る
内
容
も
盛
り
込
ん

だ
。
当
日
は
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
合
わ
せ
て
234
人
の
会
員
ら
が

参
加
し
、
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。

◆
開
示
結
果
か
ら 

選
定
基
準
を
解
説

研
究
会
で
は
加
藤
開
副
会

長
が
講
師
を
務
め
、
25
年
度
の

開
示
請
求
結
果
に
基
づ
き
、
集

団
的
個
別
指
導
の
選
定
基
準
や

仕
組
み
を
詳
し
く
解
説
。
あ
わ

せ
て
、
新
規
個
別
指
導
や
個
別

指
導
の
選
定
基
準
に
つ
い
て
も

触
れ
た
。
加
藤
副
会
長
は
、
今

年
度
に
「
高
点
数
」
を
理
由
と

し
た
個
別
指
導
が
20
件
計
画
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
つ
つ

も
、
実
際
の
個
別
指
導
の
多
く

は
患
者
や
保
険
者
、
審
査
支
払

機
関
か
ら
の
「
情
報
提
供
」
や

「
再
指
導
」
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
と
指
摘
。「
高
点
数
に
よ

集
団
的
個
別
指
導
の
不
安
対
応

社
保
研
究
会
に
234
人
が
参
加

る
指
導
を
心
配
し
す
ぎ
て
萎
縮

診
療
に
陥
ら
な
い
で
ほ
し

い
。
適
切
な
保
険
請
求
と
カ
ル

テ
記
載
を
行
う
こ
と
こ
そ
が
最

善
の
指
導
対
策
で
あ
る
」
と
呼

び
か
け
た
。
ま
た
、
生
活
保
護

指
定
医
療
機
関
を
対
象
と
し
た

指
導
計
画
の
概
要
や
そ
の
特
徴

に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

◆
混
乱
続
く
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
定
例
報
告

こ
の
ほ
か
、
８
月
の
定
例

報
告
に
お
い
て
、
現
場
に
大
き

な
混
乱
を
も
た
ら
し
た
「
歯
科

外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
」
の
実
績
報
告
お
よ
び
中

間
報
告
に
つ
い
て
言
及
。
賃
上

げ
報
告
書
の
複
雑
な
計
算
方
法

や
実
施
収
入
の
算
出
方
法
な

ど
、
報
告
書
作
成
の
具
体
的
な

ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し
、
参
加
者

の
疑
問
や
不
安
の
解
消
に
努
め

た
。
さ
ら
に
、
今
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
で
変
更
と
な
っ
た
画

像
診
断
の
算
定
方
法
や
、
補
綴

物
等
の
除
去
に
関
す
る
改
定
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
解
説
し

た
。

協
会
が
関
東
信
越
厚
生
局
東

京
事
務
所
（
以
下
、
厚
生
局
）

に
行
っ
た
行
政
文
書
の
開
示
請

求
に
よ
り
、
２
０
２
５
年
度
の

個
別
指
導
は
103
件
実
施
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
選

定
理
由
の
内
訳
は
、
情
報
提
供

35
件
、
再
指
導
58
件
、
高
点
数

８
件
、そ
の
他
２
件
（
表
１
）。

◆
「
情
報
提
供
」
を

　  

優
先
し
て
実
施

25
年
度
の
「
情
報
提
供
」
を

理
由
と
し
た
個
別
指
導
は
11
件

の
計
画
に
対
し
35
件
が
実
施
さ

れ
た
。
情
報
提
供
は
、
患
者
や

保
険
者
、
審
査
支
払
機
関
、
医

療
機
関
等
の
従
事
者
か
ら
の
情

報
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
保

険
請
求
の
内
容
を
確
認
し
、
面

談
に
よ
る
指
導
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
医
療
機
関
に
対
し
て
行

主
張
し
た
。

し
か
し
、
高
裁
判
決
で
は
「
保
険
給
付
に

付
随
す
る
各
種
の
事
務
等
も
含
ま
れ
る
も
の
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
控
訴
人
ら
の
主
張

は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
請
求
を
棄

却
し
た
。

な
お
、判
決
文
の
う
ち
「
裁
判
所
の
判
断
」

が
記
載
さ
れ
た
部
分
は
１
審
の
12
ペ
ー
ジ
と
ほ

ぼ
同
じ
14
ペ
ー
ジ
の
み
で
あ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務
化
に
あ
た

り
、
全
国
の
医
師
・
歯
科
医
師
1
千
230
人
が
国

を
訴
え
た
裁
判
の
判
決
が
９
月
16
日
㈬
、
東
京

高
等
裁
判
所
で
言
い
渡
さ
れ
、
三
木
素
子
裁
判

長
は
原
告
の
控
訴
を
「
棄
却
」
し
た
。

原
告
団
は
高
裁
前
で
「
不
当
判
決
」「
勝
負

は
最
高
裁
へ
」
の
垂
れ
幕
を
掲
げ
た
。
原
告
は

判
決
を
不
服
と
し
て
上
告
す
る
予
定
。

判
決
に
あ
た
っ
て
は
、
原
告
団
副
団
長
で

当
会
副
会
長
の
坪
田
有
史
氏
ほ
か
、
原
告
で
同

会
長
の
早
坂
美
都
氏
、
同
理
事
の
橋
本
健
一
氏

ら
原
告
24
人
が
出
席
。
保
団
連
、
各
協
会
・
医

会
か
ら
の
傍
聴
者
を
含
め
る
と
90
人
を
超
え
、

原
告
席
と
傍
聴
席
は
ほ
ぼ
満
杯
に
な
っ
た
。

原
告
は
、
２
０
２
３
年
２
月
22
日
に
保
険

医
療
機
関
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
行
う

義
務
が
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
の
必
要
な
体
制

を
整
備
す
る
公
法
上
の
義
務
も
な
い
こ
と
―
の

２
点
の
確
認
と
、
原
告
１
人
当
た
り
10
万
円
の

国
家
賠
償
請
求
を
求
め
て
提
訴
し
た
が
、
24
年

11
月
28
日
に
原
告
の
請
求
が
棄
却
さ
れ
て
い

た
。控

訴
審
で
原
告
は
、「
保
険
医
療
機
関
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
療

養
の
給
付
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の

療
養
担
当
規
則
の
一
文
に
つ
い
て
、「
担
当
」

す
る
の
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
で
あ

り
、
資
格
確
認
の
方
法
ま
で
は
含
ま
れ
な
い
と

「
勝
負
は
最
高
裁
へ
」

オ
ン
資
義
務
化
撤
回
訴
訟

原
告
は
控
訴
に
あ
た
り
、
本
件
で
問
わ
れ

て
い
る
の
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
是
非
そ
の
も

の
で
は
な
く
、
法
律
に
根
拠
の
な
い
義
務
付
け

を
行
政
が
省
令
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
を
、
司
法

が
許
容
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
と
主
張
。
法
律

の
条
文
に
手
が
か
り
が
な
く
、
委
任
の
趣
旨
も

認
め
ら
れ
な
い
事
項
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
が

国
民
に
義
務
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ

ば
、
国
民
の
代
表
機
関
で
あ
り
国
の
唯
一
の
立

法
機
関
で
あ
る
国
会
に
よ
る
統
制
が
及
ば
な
い

領
域
を
行
政
に
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は

民
主
主
義
の
仕
組
み
に
反
す
る
た
め
、
控
訴
審

が
原
判
決
の
誤
り
を
正
す
こ
と
を
求
め
て
い

た
。 本

件
の
意
義
「
問
わ
れ
て
い
る
の
は

民
主
主
義
下
で
の
立
法
機
関
に
よ
る

行
政
の
統
制
」

小
雨
が
降
る
判
決
の
日
，
東
京
高
等

裁
判
所
101
号
法
廷
の
原
告
団
席
で
開
始
を

待
っ
た
．
裁
判
官
が
入
廷
し
て
「
起
立
・

礼
」、
裁
判
長
が
判
決
を
述
べ
ら
れ
、
裁

判
官
が
退
廷
す
る
際
の
「
起
立
・
礼
」
ま

で
1
分
も
か
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。「
棄

却
」
の
結
果
に
加
え
，
そ
の
時
間
の
短
さ

に
「
寂
し
さ
」
と
「
冷
た
さ
」
を
同
時
に

感
じ
た
。
日
々
、
医
療
現
場
で
診
療
、
治

療
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
る
我
々

に
、
国
は
何
を
求
め
て
医
療
機
関
に
負
担

を
強
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
ス

テ
ッ
プ
で
あ
る
最
高
裁
で
明
確
な
回
答
を

求
め
た
い
。原

告
団
　
副
団
長
　
坪
田
有
史

通
知
さ
れ
て
い
る
た
め
、
取
引

先
の
歯
科
技
工
所
か
ら
「
歯
科

技
工
所
番
号
」
を
確
認
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。「
歯
科
技
工

＜技工指示書の記載事項＞
（技工士法施行規則第12条より）

①患者の氏名
②設計
③作成の方法
④使用材料
⑤発行の年月日
⑥発行した歯科医師の氏名および当該歯科医

師の勤務する病院または診療所の所在地
⑦当該指示書による歯科技工が行われる場所

が歯科技工所であるときは、その名称、所
在地および次条第３項の歯科技工所番号

所
番
号
」
の
記

載
が
必
要
な
の

は
10
月
１
日
以

降
の
歯
科
技
工

指
示
書
で
あ

り
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
記
載
を
す

る
必
要
は
な

い
。
ま
た
手
書

き
や
ゴ
ム
印
の

押
印
で
の
記
載

で
問
題
な
い
。

「
歯
科
技

工
所
番
号
」
が

無
い
歯
科
技
工

所
へ
の
技
工
依
頼
は
歯
科
技
工

士
法
違
反
に
な
る
た
め
、
必
ず

取
引
先
の
歯
科
技
工
所
に
確
認

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

10月より
歯科技工指示書に

記載が必須に！
「歯科技工所番号」の

２
０
２
６
年
10
月
１
日
よ

り
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
の

改
正
が
施
行
さ
れ
、
歯
科
技
工

指
示
書
に
「
歯
科
技
工
所
番

号
」
の
記
載
が
必
須
と
な
る
た

め
注
意
さ
れ
た
い
。
す
で
に
歯

科
技
工
所
に
は
管
轄
の
保
健
所

か
ら
「
歯
科
技
工
所
番
号
」
が講師の加藤副会長（左）と、司会の本橋副会長（右）

「不当判決」を掲げる早坂会長

（ 2）第６７９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２６年（令和８年）１０月１日 （第三種郵便物認可）
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協
会
は
８
月
26
日
㈬
、
東
京

都
庁
で
東
京
都
の
保
健
医
療

局
、
福
祉
局
に
対
し
、
２
０
２

７
年
度
東
京
都
予
算
に
向

け
、
歯
科
医
療
施
策
の
充
実
な

ど
を
求
め
て
要
請
し
た
。
協
会

か
ら
は
早
坂
美
都
会
長
、
小
林

顕
理
事
、
矢
野
正
明
理
事
が
参

加
し
た
。
妊
産
婦
の
歯
科
受
診

支
援
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
の
拡
充
、
医
療
資
材
不
足
の

対
策
、
医
療
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
支

援
、
在
宅
歯
科
医
療
の
取
り
組

み
、
歯
科
人
材
の
確
保
な
ど
15

項
目
に
つ
い
て
、
現
場
の
実
情

を
交
え
な
が
ら
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

◆
子
ど
も
医
療
費
の
自
己

負
担
の
有
無
で
コ
ン
ビ

ニ
受
診
は
確
認
で
き
ず

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
、
人
材
確
保
な
ど
現
場
の
課
題
を
訴
え
る

は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
窓
口
負

担
の
有
無
に
差
が
残
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
都
に
よ
る
財

政
支
援
と
、
国
に
よ
る
全
国
一

律
の
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設

を
求
め
た
。
都
は
、
２
０
２
５

年
10
月
か
ら
子
ど
も
医
療
費
助

成
に
対
す
る
所
得
制
限
を
撤
廃

し
た
一
方
、
１
回
200
円
の
自
己

負
担
の
有
無
は
各
自
治
体
の
判

断
と
し
て
い
る
と
説
明
し

た
。
ま
た
、
国
に
対
し
て
は
医

療
費
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め

て
い
る
と
回
答
し
た
。
矢
野
理

事
よ
り
、
自
治
体
か
ら
、
自
己

負
担
を
な
く
す
と
「
コ
ン
ビ
ニ

受
診
」
が
増
え
る
と
の
指
摘
が

あ
る
が
、
東
京
都
は
根
拠
を
確

認
し
て
い
る
の
か
と
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
都
は
関
連
す
る
資
料

を
把
握
し
て
い
な
い
と
し
た
。

◆
医
療
資
材
供
給
不
安
に

都
で
指
針
を

医
療
資
材
の
供
給
不
安
に
つ

い
て
は
、
保
団
連
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
医
療
用
手
袋
な
ど
の
不
足

に
よ
り
診
療
へ
の
影
響
が
生
じ

た
実
態
が
あ
る
と
い
う
回
答
を

示
し
、
都
に
よ
る
備
蓄
・
供
給

体
制
の
整
備
を
要
望
し
た
。
都

は
、
国
に
よ
る
備
蓄
放
出
な
ど

で
供
給
状
況
は
改
善
傾
向
に
あ

る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
小
林

理
事
は
、
個
々
の
医
院
で
は
使

用
期
限
の
あ
る
医
療
資
材
の
在

庫
を
持
つ
こ
と
に
限
界
が
あ
る

こ
と
を
訴
え
、
新
た
な
感
染
症

の
流
行
や
国
際
情
勢
に
よ
る
急

激
な
需
要
増
も
想
定
し
て
、
都

が
一
定
の
指
針
を
示
し
区
市
町

村
と
連
携
し
て
備
え
る
仕
組
み

を
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。

◆
自
治
体
に
よ
る
Ｐ
Ｍ
Ｈ

の
整
備
遅
れ
要
因
は
、

ベ
ン
ダ
ー
の
人
的
リ
ソ

ー
ス
不
足

医
療
Ｄ
Ｘ
を
め
ぐ
っ
て
は
、

小
規
模
な
歯
科
診
療
所
に
と
っ

て
、
設
備
投
資
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
策
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
訴
え
、
歯
科
の
実
情

に
即
し
た
支
援
を
求
め
た
。
ま

た
、
医
療
費
助
成
情
報
の
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
（
Ｐ
Ｍ
Ｈ
）

に
つ
い
て
、
自
治
体
に
よ
っ
て

対
応
状
況
に
差
が
あ
り
、
医
療

機
関
側
が
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

て
も
紙
の
医
療
証
と
の
併
用
が

必
要
な
状
況
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
都
は
、
自
治
体
へ
の

技
術
的
支
援
お
よ
び
財
政
支
援

を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
国
が

進
め
て
い
る
特
別
区
の
基
幹
シ

ス
テ
ム
標
準
化
へ
の
対
応
が
優

先
さ
れ
、
ベ
ン
ダ
ー
の
人
的
リ

ソ
ー
ス
不
足
が
導
入
の
遅
れ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
説
明
し

た
。
早
坂
会
長
か
ら
、
自
治
体

に
よ
っ
て
導
入
状
況
に
差
が
あ

る
と
、
患
者
も
医
療
機
関
も
混

乱
す
る
た
め
、
統
一
的
な
導
入

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
共
有
、
し
ん

ち
ょ
く
確
認
な
ど
、
円
滑
に
普

及
さ
せ
る
た
め
の
包
括
的
な
支

援
を
求
め
た
。

◆
在
宅
歯
科
医
療
や
人
材

確
保
の
取
り
組
み
に
も

よ
り
一
層
の
充
実
を

「
東
京
都
在
宅
歯
科
医
療
設

備
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、
補

助
額
や
補
助
対
象
、
研
修
要
件

の
見
直
し
を
求
め
た
。
都
は
、

当
初
30
施
設
程
度
を
想
定
し
て

い
た
申
請
が
、
現
在
は
約
90
件

に
増
え
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の

予
算
確
保
が
厳
し
い
現
状
を
示

し
、
当
面
は
現
在
の
要
件
で
事

業
を
継
続
す
る
考
え
を
示
し

た
。
協
会
は
、
摂
食
・
嚥
下
機

能
の
評
価
に
有
用
な
嚥
下
内
視

鏡
を
補
助
対
象
と
す
る
こ
と

や
、
指
定
研
修
の
開
催
回
数
を

増
や
す
こ
と
な
ど
を
改
め
て
要

望
し
た
。

歯
科
衛
生
士
の
確
保
で
は
、

復
職
支
援
の
た
め
の
研
修
セ
ン

タ
ー
設
置
を
求
め
た
。
都
は
専

用
施
設
の
設
置
に
は
踏
み
込
ま

な
か
っ
た
も
の
の
、
養
成
数
に

比
べ
就
業
率
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
と
の
認
識
を
示
し
、
復
職
支

東
京
都
保
健
医
療
局
、
福
祉

局
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま

え
、
都
議
会
各
会
派
に
も
27
年

度
東
京
都
予
算
に
向
け
た
要
望

に
つ
い
て
説
明
し
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

◆
厳
し
い
経
営
環
境
に
つ
い
て

懇
談
　
ー
日
本
共
産
党
ー

８
月
28
日
㈮
は
、
日
本
共
産

党
都
議
団
と
懇
談
を
実
施
。
議

員
３
人
が
参
加
し
、
協
会
か
ら

は
早
坂
会
長
、
矢
野
理
事
が
参

加
し
た
。
物
価
高
騰
や
医
療
材

料
の
不
足
、
医
療
Ｄ
Ｘ
に
伴
う

負
担
な
ど
、
歯
科
医
院
を
取
り

巻
く
厳
し
い
経
営
環
境
に
つ
い

て
幅
広
く
意
見
交
換
し
た
。
協

会
か
ら
は
、
材
料
費
な
ど
の
高

騰
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

う
導
入
・
維
持
費
も
重
な
り
、

閉
院
を
選
択
す
る
ケ
ー
ス
も
増

え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
地

域
医
療
を
守
る
た
め
の
支
援
を

求
め
た
。
さ
ら
に
、
歯
科
衛
生

士
不
足
や
歯
科
訪
問
診
療
、
子 日本共産党都議団

都
議
会
各
会
派
に
も
要
望

援
に
力
を
入
れ
る
と
回
答
。
研

修
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
都
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
も
検
討
す
る
と
し

た
。ま

た
、
歯
科
技
工
士
に
つ
い

て
は
、
小
規
模
・
零
細
な
歯
科

技
工
所
を
含
め
た
実
態
把
握

や
、
設
備
投
資
・
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
支
援
を
求
め
た
。
都
は
学

生
支
援
や
復
職
支
援
な
ど
の
取

り
組
み
を
説
明
し
た
。

ど
も
の
医
療
費
助
成
な
ど
に
つ

い
て
も
議
論
を
深
め
た
。

◆
妊
産
婦
へ
の
歯
科
健
診
に
つ

い
て
懇
談
　
ー
国
民
民
主

党
ー

９
月
２
日
㈬
は
、
国
民
民
主

党
東
京
都
議
団
と
懇
談
。
議
員

９
人
が
参
加
し
、
協
会
か
ら
は

早
坂
会
長
、
小
林
理
事
が
参
加

し
た
。
妊
産
婦
へ
の
歯
科
健
診

に
つ
い
て
、
妊
娠
期
だ
け
で
な

く
産
後
も
無
料
で
受
診
で
き
る

体
制
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
産

後
は
育
児
の
た
め
自
身
の
受
診

を
後
回
し
に
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
の
派
遣
や
一
時
保
育
の
充
実

な
ど
も
求
め
た
。
ま
た
、
歯
科

衛
生
士
不
足
に
つ
い
て
、
離
職

後
の
復
職
に
は
技
術
や
知
識
を

学
び
直
す
機
会
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
説
明
。
都
議
団
か
ら

は
、
今
回
の
要
望
を
都
政
に
反

映
し
て
い
き
た
い
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

◆
歯
科
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ
対

策
を
訴
え
　
ー
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
の
会
ー

９
月
８
日
㈫
は
、
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
の
会
東
京
都
議
団
と
懇

談
し
、
議
員
３
人
が
参
加
。
協

会
か
ら
は
早
坂
会
長
、
矢
野
理

事
が
参
加
し
た
。
医
療
機
関
に

お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
を
中
心
に
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
診
療
時
の
録
音
・

録
画
は
ト
ラ
ブ
ル
の
抑
止
や
事

故
発
生
時
の
検
証
に
も
役
立
つ

と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の

導
入
支
援
を
要
望
し
た
。
議
員 

           

か
ら
、
既
存
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
推
進
事

業
の
企
業
向
け
奨
励
金
が
、
次

回
の
受
付
で
は
件
数
を
拡
大
す

る
た
め
、
利
用
し
て
は
ど
う
か

と
意
見
が
あ
っ
た
が
、
小
規
模

な
歯
科
医
院
で
は
申
請
手
続
き

自
体
が
負
担
と
な
る
こ
と
を
説

明
し
、
医
療
機
関
に
特
化
し
た

利
用
し
や
す
い
制
度
の
必
要
性

を
訴
え
た
。

協
会
は
今
後
も
、
東
京
都
、

都
議
会
各
派
へ
の
要
望
、
懇
談

を
行
い
、
歯
科
医
療
現
場
の
実

態
を
踏
ま
え
た
支
援
の
具
体
化

を
求
め
て
い
く
。

昨
今
の
物
価
高
騰
の
中
、
診

療
現
場
で
は
「
生
活
費
の
圧
迫

で
医
療
費
の
支
払
い
が
厳
し

く
、
通
院
回
数
を
減
ら
し
た

い
」「
物
価
高
で
受
診
自
体
を

ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
し
ま
う
」
と

い
っ
た
、
患
者
の
切
実
な
声
を

聞
く
機
会
が
増
え
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
国
に
お
い
て
は
高
額

療
養
費
制
度
に
お
け
る
自
己
負

担
上
限
額
の
さ
ら
な
る
引
き
上

げ
や
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険

給
付
の
見
直
し
な
ど
、
実
質
的

な
「
患
者
負
担
増
」
と
な
る
施

策
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
物
価
高
騰
に
加
え
て
こ
れ

以
上
の
医
療
費
負
担
が
重
な
れ

ば
、
患
者
の
「
受
診
抑
制
」
や

「
治
療
中
断
」
が
一
段
と
深
刻

化
す
る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ

ま
す
。

特
に
歯
科
医
療
に
お
い
て

は
、
疾
患
の
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
に
継
続
的
な
受
診
が
不
可
欠

で
す
。
受
診
控
え
が
生
じ
る

（切手不要）

4388
差出有効期間
202 7年2月
28日まで

代々木局
承 認

東京都渋谷区代々木 2 ー 5 ー 5
新宿農協会館 ５階
全国保険医団体連合会　行

1 5 1 8 7 9 0

2 0 9

〒151-0053
東京都渋谷区代々木2-5-5 新宿農協会館5階

TEL 03-3375-5121
FAX 03-3375-1862

私たちの社会保険料の負担は世界
の中でも重い。その一方で、国の
負担や大企業の社会保険料負担
は少ないのが実態です。

大企業の負担する法人税は企業
の規模が大きいほど、負担率が下
がります。

社会保障費を抑える一方で、毎年
急増しているのが防衛費。アメリカ
が求める「GDP比3.5％以上」が実
行されれば、防衛費は21兆円に！

ウェブ
サイト

患者負担を増やさなくても
社会保険料は軽減できる！

フリガナ

お 名 前

ご 住 所

〒　　　　－

電話番号

締め切り 2027年１月29日（当日消印有効）
当選発表 景品の送付をもって代えさせていただきます。

なお、応募はお 1人様 1通までとさせていただきます。
　アンケートを受けとった場所（医療機関名など）

※
鉛
筆
で
は
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
あ
た
る
！
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！

国や大企業の
社会保障費の負担

大企業・超富裕層
優遇の税制

防衛費に
予算を使いすぎ

見直そう！増やそう！ 改めよう！

世界第３位の軍事費へ

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ✂✂

３割負担必要なし！

出所：「税務統計からみた法人企業の実態」より作成

1 億円を境に下がる
実質法人税負担率 激増予測の防衛省予算社会保障財源の国際比較（対GDP比）

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

一般政府拠出
社会保険料拠出＝被保険者拠出

社会保険料拠出＝事業主拠出

20.1%20.1%20%

12.5%

15%

10%
1千万円
以上

資本金
規模

1億円
以上

百億円
以上

農林水産 文教関係

4.6
兆円

9
兆円

2.3
兆円

防衛省予算 防衛省予算
2027年度

以降 !?2026年度

21
兆円

日本は 2023年度。他は 2022年度
出所：「令和 5年度社会保障費用統計」より作成

トランプ
政権が
要請

あなたの声を
聞かせてください全国いっせいアンケート実施中!

高齢者も

医療費
窓口負担 

政府は、70歳以上の医療費窓口負担を
「原則３割」にしようとしています。
高齢者に相次ぐ負担増。
この改悪、現役世代にも影響が！

全世代のの一一大大事事
3

?!?!
病院に行く回数を
減らすしか…

年金もあてに

できないし困
った…

号外　全国保険医新聞（昭和 27 年 10 月 30 日第三種郵便物認可）2026 年 9 月

親の介護で
離職することに

抽選で50名に
熊本復興支援
カタログギフト
抽選で
熊本復興支援
カタログギフト

あたる!

【リーフレットの配布対象】患者
【配布方法】医療機関の窓口で配布してください。
【応募方法】アンケートはがきをポストに直接投函。
　　　　　　抽選でカタログギフトが当たります。
【アンケート締切】２０２７年１月29日（金）(必着)
【申し込み方法】

上記キャンペーンにご協力いただける会員の方は
WEB（ 右QR） ま た は お 電 話（03-
3205-2999　運動本部）までお申し込み
ください。患者配布用「アンケートはがき
付きリーフレット」を、お１人200部まで
無料でお送りいたします。

「待合室キャンペーン」の
詳細と申し込み

と
、
う
蝕
や
歯
周
病
な
ど
の
悪

化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
糖
尿
病
を

は
じ
め
と
す
る
全
身
疾
患
の
増

悪
を
招
く
な
ど
、
患
者
の
健
康

に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か

ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
協
会
で
は
、
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
と
と
も

に
、
医
療
現
場
の
危
機
的
な
状

況
と
患
者
の
生
の
声
を
国
や
行

政
へ
直
接
届
け
、
制
度
改
善
を

強
く
求
め
る
「
待
合
室
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。10

月
上
旬
に
お
届
け
す
る

『
月
刊
保
団
連
』
10
月
号
に

は
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
使
用

す
る
「
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
付

き
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
見
本
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
（
上

図
）。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
抽

選
で
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
が
当
た

る
特
典
も
付
い
て
い
ま
す
。
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
先
生

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
院

内
の
待
合
室
で
の
配
布
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

申し込み
QR

都に都に
歯科医療施策の充実を歯科医療施策の充実を

要請要請

訃 

報

　
当
協
会
元
副
会
長
の
渡
辺
吉

明
（
わ
た
な
べ 

よ
し
あ
き
）

氏
が
、
９
月
１
日
逝
去
。
東
京

都
出
身
。
享
年
92
歳
。

　
通
夜
、
告
別
式
は
親
族
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
都
内
斎
場
で
執
り

行
わ
れ
た
。
１
９
３
４
年
12
月

23
日
生
。
東
京
歯
科
大
学
卒
。

　
81
年
５
月
～
95
年
５
月
理
事

就
任
。
95
年
５
月
～
07
年
６
月

副
会
長
を
務
め
、
以
後
監
事
・

顧
問
を
歴
任
。

これ以上の物価高・医療負担増は

「患者減」に直結
「待合室キャンペーン」へご協力を

早坂美都会長

矢野正明理事

小林顕理事東京都の職員（左）に要請をする協会役員（右上）

国民民主党都議団

都民ファーストの会都議団

東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（ 3） 第６７９号 ２０２６年（令和８年）１０月１日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）



「同一」って何だ！？「同一」って何だ！？
10月改正のパートタイム・有期雇用のルール10月改正のパートタイム・有期雇用のルール

経営・税務相談

Ｑ＆Ａ　No.445

ＱＱ３３　　「均衡待遇」とはどのようなことです「均衡待遇」とはどのようなことです
か。か。

その違いに応じて賞与の支給額に差を設けること
は、不合理な待遇差とはならない場合がありま
す。なお、労働基準法上に賞与の支給義務は規定
されていません。
　繰り返しになりますが、「支給する・しない」
の100か0かで判断するのではなく、支給の目的や
スタッフの勤務実態、貢献度などを踏まえて、合
理的な支給方法を検討することが大切です。

　最後に、ここがポイントです。同じ職務内容や
貢献度であるにもかかわらず、「雇用形態が違う
から」という理由だけで、例にもあったように、
正社員のAさんには手当を支給し、パートタイム
社員のBさんには支給しない、という取り扱いは
認められません。先生自身が、「その手当を何の
ために設けているのか」という支給の目的を明確
にしておくことが重要です。
　そして、スタッフから「なぜ自分には支給され
ないのですか？」と聞かれた場合にも、雇用形態
だけを理由にするのではなく、実際の職務内容や
勤務状況などに応じて、きちんと説明できること
が大切です。

【Ａ１】　正社員とパートタイム社員の給与を、
必ずしも同一の水準にしなければならないという
ものではありません。したがって、「同一」＝
「同額」ということではありません。
　重要なのは、職務内容および職務内容・配置の
変更の範囲が同じ場合に差別的な取り扱いをしな
い「均等待遇」と、雇用形態の違いを理由とした
不合理な待遇差を設けない「均衡待遇」の実現を
図ることです。

ＱＱ２２　「均等待遇」とはどのようなことですか。　「均等待遇」とはどのようなことですか。

理由とした待遇差となるため、認められません。
つまり、同じように通勤にかかる費用が発生して
いるのであれば、正社員とパートタイム社員であ
ることだけを理由に、通勤手当の支給に差を設け
ることは、不合理な待遇差となり認められません。

ＱＱ１１　同一労働同一賃金の概念をもう少し詳し　同一労働同一賃金の概念をもう少し詳し
く教えて欲しい。く教えて欲しい。

【Ａ２】　「通勤手当」を例にします。「通勤手当」
の要件を、通勤にかかる交通費に対して支給する
手当とします。そして、電車で通勤している正社
員のAさんと、パートタイム社員のBさんを雇用し
ているとします。この場合、「正社員だから通勤手
当を支給するが、パートタイム社員だから支給し
ない」という取り扱いは、雇用形態の違いだけを

【Ａ３】「賞与」を例にします。「賞与」の支給要
件を「役職に就いて管理する立場にあること」お
よび「勤務状況（勤務日数や勤務時間）および皆
勤度」の2つの項目を就業規則で定めているとし
ます。役職である正社員のAさんと、役職ではな
いパートタイム社員（週３日勤務）のBさんで
は、職務内容および勤務状況に違いがあります。
その場合、賞与に差を設けるのであれば「正社
員」「パートタイム」という雇用形態の違いでは
なく、職務内容や勤務状況などの違いを踏まえ、

＜同一労働同一賃金の検証フロー＞

対象となるスタッフを整理 待遇を棚卸しする 待遇差の理由の明確化 運用・様式・運用を修正

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃貸借契約のトラブル、記帳や仕訳方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：10 月 15 日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談
 

 

トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

 

（続報）

補助金の詳細について補助金の詳細について
第第２２世代顔認証付きカードリーダー世代顔認証付きカードリーダー

【保守期限の確認方法】
保 守 期 限 確 認 方 法 第 ２ 世 代 補 助 金 の 概 要

機　種 具　体　的　方　法 QR 販売価格 補助額

①
Hi-CARA
(キヤノンマーケティ
ングジャパン)

Hi-CARA本体背面にあるシリアル番号を確
認。「S/N」の後ろの8桁の番号がシリアル番
号。右QRのページにシリアル番号を入力し、
保守期限を確認。

234,300円

　本体・・・・・上限121,000円
　資格確認端末・上限  50,000円
　合計　　　　　上限171,000円

※機器の購入費用のみ補助

②

旧機種
　XC-STFR1J-MN
　XC-STFR2J-MN
新機種（第２世代）
　XC-STFR3J-MN
（パナソニックコネ
クト）

右QRのページを開き、
1.画面右下の「ご質問にAIがお答えします！」
タブをクリック
2. 「同意して問い合わせを開始する」を選択
3. 「無償保証期間の確認」をクリック
4.医療機関コード(133＋7桁=10桁)またはシリ
アルナンバーを入力し、保証期間を確認

379,500円
（資格確認端末一体型）

　本体・・・　　上限146,000円
　テンキー・・・上限  11,000円
　合計　　　　　上限171,000円

※機器の購入費用のみ補助

③ 上記①②以外 右QRより、各メーカーの保守期限の確認方法
を参照。

　
・リコージャパンについては詳細未定（9月29日現在）
・ユーセンアルメックス社のマイナタッチは、保守対応期限

の設定がされておらず、新しい端末への買い替えは必要な
いと案内しているため、補助金の対象外です。

　一時的なバックアップ対応として、歯科医院が用意したスマートフォンやタ
ブレットで、患者が持参したマイナ保険証またはスマホ保険証の資格情報を確
認する方法もあります。
　利用する場合は、事前に「マイナ資格確認アプリ」の利用申請を、資格確認
端末から行う必要があります。
利用申請の概要は右図を参照してください。
　詳しくは、「医療機関等向け総合ポータルサイト」のトップ画面から「オン
ライン資格確認　オンライン請求」→「外来診療等（通常とは異
なる動線・機器故障時等）［モバイル端末等］」をご覧ください。
右QRからもアクセスできます。
【補助金】128,000円（モバイル端末購入およびレセコン改修費用）

【スマホやタブレットを使用して資格確認する方法】

　顔認証付きカードリーダーの第２
世代への買い替えの案内が、社会保
険診療報酬支払基金から届いていま
す。９月１日号に続きご案内します
ので参考にしてください。

（ 4）第６７９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２６年（令和８年）１０月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com



（ 5） 第６７９号 ２０２６年（令和８年）１０月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊＊１１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊＊２２　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊１」と同じ）
＊＊３３　Ｗｅｂ開催・配信はＺｏｏｍウェビナーを使用します。
＊＊４４　都市センターホテル：東京都千代田区平河町２－24－21
　　　  交　通　東京メトロ 有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」駅９a番・９b番出口より徒歩約３分
　　　　　　　  東京メトロ 丸ノ内線・銀座線「赤坂見附」駅Ｄ出口より徒歩約８分

第６回院内感染防止対策講習会第６回院内感染防止対策講習会

日　時　第７回　10月28日（水） 午後１時～２時20分(※予約開始日： 10月１日)
　　　　第８回　11月25日（水）　同上　※予約開始日： 11月２日
　　　　第９回　２０２７年２月24日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　  同上　※予約開始日：  ２月１日
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　Web開催（＊３）
定　員　500名
対　象　会員本人のみ  ※代理出席は不可　
参加費　1,000円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

４年の有効期限を直近で迎える方、
新規で届け出を行う方に

デンタルブック
ログイン

６月の診療報酬改定施行において、歯初診（初診料の注１に規定する
施設基準）の研修要件に「抗菌薬の適正使用」の内容が追加されまし
た。６月以降に受講する歯初診の研修には、同内容が含まれている必要
があります。
　現時点で「前回の受講日」から４年の有効期限を迎えていない先生
は、有効期限到来前に当該内容が含まれた研修会を受講することで、継
続して歯初診の要件を満たせることになります。そのため、ご自身でも
直近の歯初診に関する研修の受講歴をご確認ください。
※当該研修内容は、外感染１の施設基準も満たすことができます。　

２０２６年度診療報酬改定を契機に、外来・訪問診療を問わず「口腔機
能低下症」が重要視されています。そこで今回は「嚥下障害リハビリテ
ーション」の第一人者である戸原玄氏をお招きし、ご講演いただきま
す。ぜひご参加ください。

第１回 地 域 医 療 研 究 会第１回 地 域 医 療 研 究 会
口腔機能低下症から摂食嚥下までのとらえ方

日　時　12月９日（水）午後７時～９時
講　師　戸原 玄 氏（東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 医歯学専攻 
　　　　老化制御学講座 摂食嚥下リハビリテーション学分野　教授）
会　場　東京歯科保険医協会会議室およびWeb開催（＊１・３）
定　員　協会会議室15名・Web450名
対　象　会員本人のみ
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　地域医療部

参加申込

口腔機能低下症や摂食嚥下リハビリテーションというと、何らかの機
器を用いて評価して、その結果次第で口腔周囲の筋肉のトレーニング
をするものだと思うかもしれません。しかしそれは単なる表層です
し、それこそインターネットで調べるといくつも出てくると思いま
す。そういった部分ではなくどのように考えるか、また発展的な研究
の紹介を通した視点などをご紹介できればと考えております。
（講師より）

日　時　11月18日（水）午後７時～９時
講　師　坪田 有史 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室およびWeb開催（＊１・３）
定　員　協会会議室20名・Web450名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１人につき1,000円）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

第１回学術研究会第１回学術研究会

　保険診療の間接法歯冠修復においては、2024年にエンドクラウンが
新設された。また、2026年度診療報酬改定でCAD/CAM冠とCAD/
CAMインレーの適用が大幅に拡大され、2026年6月の期中改定で
CAD/CAMブリッジが新たに保険収載された。すなわち、脱金パラ
を進めたい行政側の意図がさらに進んだといえる。間接法のメタルフ
リー修復では、窩洞や支台歯形態の理解、ならびに歯科接着の活用が
必須であり、それらを理解、習熟する必要がある。本講演で間接法メ
タルフリー修復の勘所を臨床の実際を含めて解説する。（講師より）

保険診療における間接法メタルフリー修復と歯科接着
～CAD/CAM冠・インレー、エンドクラウン、CAD/CAMブリッジ～

参加申込

日時・内容
　　10月11日（日）午後５時～９時
　　　　記念講演「誰の命も見捨てない医療のために」
　　　　講師：朝比奈 秋 氏（作家・医師）
　　　　レセプション（申込者のみ）
　　10月12日（月・祝）  午前９時～午後３時30分
　　　　分科会・ポスターセッション

シンポジウム「『孤独な医療』から『つながる医療』へ
　　　　　　　　　　　　　　　～地域をつなぐ在宅医療」

会　場　都市センターホテル（＊４）
主　催　全国保険医団体連合会
参加費　医師・歯科医師　9,000円
　　　　コ・メディカル、コ・デンタル　1,000円
　　　　レセプション参加費　12,000円
予　約　電話03-3205-2999（担当：地域医療部）

詳細は
こちらから

　参加を希望される先生は協会までご連絡ください。詳細は下記ＱＲ
からご覧ください。オンライン配信（ライブ）は行いません。

  テーマ
「人と人とを結ぶ医療」

第41回保団連医療研究フォーラム第41回保団連医療研究フォーラム

参加者募
集

日　時　10月26日（月）午後７時～９時
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）
定　員　協会会議室15名
対　象　会員（原則、歯科訪問診療未経験の会員本人）
　　　※同伴者は1名まで可
参加費　3,000円※同伴者1名は無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　地域医療部

第２回これから始める歯科訪問診療講習会第２回これから始める歯科訪問診療講習会
－　臨床編　－－　臨床編　－

　「実際の現場をイメージできないため不安」「どんな器材を準備したら
よいかわからない」　訪問診療未経験の先生からはこのような声をいた
だきます。
　訪問診療未経験の先生向けに、実際の症例や器材の紹介なども含めた
「臨床編」を開催します。
　懇談会形式で経験豊富な講師と意見交換しながら歯科訪問診療への不
安を解消しましょう。過去の参加者からは「内容も具体的でわかりやす
くいろいろ聞けてよかった」「実際に使用している機器や道具を見られ
たことも大変良かった」などの声が寄せられています。
　少人数制で開催し、会員間の交流も深められたらと思います。ぜひ、
ご参加ください。

参加申込

新規個別指導は、開業後おおむね１年前後で通知されます。通知が届
いてから準備を始めるのではなく、早い段階から指導を見据えて準備し
ておくことが重要です。
本講習会では、行政への開示請求などを通じて長年蓄積してきたデー
タをもとに、以下のポイントを分かりやすく解説します。
・指導で指摘されやすい事項と具体的な対策
・保険診療の基本的なルールと仕組み
・適切なカルテ記載方法と診療報酬の請求
・自費診療と保険診療の考え方　など
指導対策としてはもちろん、これから開業を検討している勤務医の先
生や、保険診療について改めて学びたい先生にも役立つ内容です。開業
後の診療を適切に行うためにも、ぜひこの機会にご参加ください。

第２回 新 規 開 業 医 講 習 会第２回 新 規 開 業 医 講 習 会

日　時　12月６日（日）正午～５時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場（＊２）
定　員　協会会議室50名
対　象　会員本人のみ
参加費　会員　13,000円、未入会員　30,000円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部

参加申込
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日本における歯科医療のはじまり日本における歯科医療のはじまりそのその２２

１
８
７
４
年
（
明
治
７
年
）

明
治
政
府
は
新
し
い
医
療
制
度

「
医
制
」
を
発
布
し
ま
し
た
。

医
師
と
し
て
の
開
業
許
可
を
与

え
る
「
医
師
開
業
試
験
」
は
、

「
医
制
」
第
37
条
に
基
づ
き
、

翌
75
年
に
東
京
、
京
都
、
大
阪

の
三
府
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
ま
だ

医
科
（
内
科
や
外
科
な
ど
）
の

試
験
し
か
な
く
、「
歯
科
」
の

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
歯
科
に
相
当
す
る
専
門
科

は
「
口
中
科
」
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
当
時
は
、
医

師
・
歯
科
医
師
と
い
う
身
分
制

度
は
な
く
、「
医
師
開
業
試

験
」
は
一
定
の
専
門
科
を
修
め

た
者
に
対
し
て
試
験
を
行

い
、
合
格
者
に
開
業
許
可
を
与

え
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

◆　

歯
科
第
１
号　

小
幡
英
之
助

小
幡
氏
は
「
医
師
開
業
試

験
」
を
受
験
す
る
に
あ
た
り
政

府
に
対
し
、「
自
分
は
医
科
で

は
な
く
、
歯
科
の
専
門
医
と
し

て
試
験
を
受
け
た
い
」
と
願
い

出
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
歯

科
の
試
験
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
政
府
に
直
談
判
を
し
、

彼
の
熱
意
と
優
秀
さ
に
動
か
さ

れ
た
政
府
は
、
急
き
ょ
臨
時
の

「
歯
科
医
師
試
験
」
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。
小
幡
氏
は
試
験
に
合
格

し
、
１
８
７
５
年
（
明
治
８

年
）、
日
本
で
第
１
号
と
な
る

歯
科
の
開
業
免
許
（
医
籍
第
４

号
）
を
取
得
し
「
日
本
初
の
歯

科
医
師
」
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
時
代
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
く
の
で
す
。

◆　

明
治
の
新
し
い
医
療
制
度「
医
制
」

の
問
い
は
「
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
歯

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
？
」

（
先
天
性
梅
毒
な
ど
に
よ
っ

て
、
歯
の
形
が
特
異
に
変
形
し

て
し
ま
う
症
状
）
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

当
時
は
現
代
の
よ
う
な
む
し

歯
の
削
り
方
だ
け
で
な
く
、
全

身
の
病
気
が
ど
の
よ
う
に
お
口

の
中
に
現
れ
る
か
と
い
っ

た
、
非
常
に
高
度
な
医
学
的
知

識
が
求
め
ら
れ
る
試
験
で
し

た
。
小
幡
氏
は
こ
れ
に
完
璧
に

答
え
て
試
験
官
を
感
動
さ
せ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

武
士
の
プ
ラ
イ
ド
と
新
し
い

時
代
へ
の
好
奇
心
を
持
ち
合
わ

せ
た
方
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

◆　

歯
科
の
試
験
問
題

日
本
初
の
歯
科
試
験
、
ど
ん

な
問
題
が
出
た
か
気
に
な
り
ま

す
ね
。

小
幡
氏
が
受
験
し
た
問
題

１
歯
鍵
を
示
し
て
そ
の
用
法
を

問
う
。

２
抜
去
し
た
る
大
臼
歯
を
示
し

て
、
そ
の
名
称
、
左
右
の
別

及
び
そ
の
歯
技
法
を
問
う
。

３
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
氏
歯
に
関
す

る
こ
と
を
問
う
。

記
録
に
よ
る
と
、
筆
記
試
験

そ
の
当
時
の
歯
科
治
療
は
、

①
歯
石
を
取
り
、
ヨ
ー
ド
チ
ン

キ
で
消
毒
す
る
。

②
痛
い
む
し
歯
に
ク
レ
オ
ソ
ー

ト
（
正
露
丸
に
も
含
ま
れ

て
い
る
成
分
）
を
塗
布
、

ゴ
ム
で
封
鎖
。

③
歯
を
抜
く
（
麻
酔
を
す
る
と

き
は
全
身
麻
酔
）。

　
な
ど
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
医
師

が
口
を
診
る
か
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
「
入
れ
歯
師
（
木
を
削

っ
て
入
れ
歯
を
作
る
職
人
）」

や
、
大
道
芸
人
が
歯
を
抜
く
よ

う
な
時
代
で
し
た
。
そ
れ
を

「
専
門
的
な
医
学
」
へ
と
高
め

た
の
が
小
幡
氏
の
功
績
で
す
。

開業免許状授与者に「歯科 小幡英
之助」の名が読める。「内務省衛生
局雑誌 第４号／国立国会図書館「次
世代デジタルライブラリー」

今
回
は
、「
協
会
探
訪
⑫　
日
本
に
お
け
る
歯
科
治
療
の
は
じ
ま
り　
そ
の

１
」
で
触
れ
た
我
が
国
最
初
の
歯
科
専
門
医
小
幡
英
之
助
（
お
ば
た
え
い
の
す

け
）
氏
に
つ
い
て
で
す
。「
歯
科
」
と
い
う
独
立
し
た
医
療
分
野
が
日
本
に
な

か
っ
た
時
代
に
、
道
を
開
い
て
い
き
ま
す
。
小
幡
氏
の
生
涯
と
功
績
を
知
る

と
、
現
代
の
歯
科
治
療
が
い
か
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。

＊
現
代
語
訳
し
た
も
の
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。（
編
集
）

【
参
考
文
献
】

・
小
幡
英
之
助
の
受
験
書
類
に

つ
い
て
（
日
本
歯
科
医
史
学

会
会
誌 

通
巻
105
号
）

・
マ
ン
ガ
西
洋
歯
科
医
の
始
祖

小
幡
英
之
助
（
漫
画 

常
盛

千
恵　
監
修
大
分
県
中
津
市　

出
版 

梓
書
院
）

・
見
て
楽
し
い
歯
的
博
物
館　

（
わ
か
ば
出
版
）

・
東
京
歯
科
大
学　
大
学
の
た

か
ら　
ｈ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ

・
最
初
の
歯
科
医
師
国
家
試
験

（
長
崎
県
歯
科
医
師
会
）

・
医
政
百
年
史
（
厚
生
省
）

◆　

今
に
つ
な
が
る
２
つ
の
ル
ー
ツ

免
許
を
取
得
し
た
直
後
の
明

治
８
年
夏
、
東
京
の
京
橋
（
現

在
の
銀
座
５
丁
目
あ
た
り
）
に

日
本
初
の
近
代
歯
科
医
院
を
開

設
し
ま
し
た
。
当
時
の
ア
メ
リ

カ
製
の
治
療
椅
子
は
日
本
人
の

体
格
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、

彼
は
日
本
人
の
体
型
に
ジ
ャ
ス

ト
フ
ィ
ッ
ト
す
る
「
小
幡
式
治

療
椅
子
」（
注
１
）
を
自
ら
開

発
・
設
計
し
ま
し
た
。

ま
た
小
幡
氏
は
自
分
の
技
術

を
独
占
せ
ず
、
多
く
の
弟
子
を

育
て
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
後
進

の
歯
科
医
師
た
ち
（
伊
澤
道
盛

や
高
山
紀
齋
な
ど
）
と
共
に

「
歯
科
医
会
」
を
設
立
。
こ
れ

が
後
の
「
大
日
本
歯
科
医
会

（
現
在
の
日
本
歯
科
医
師

会
）」
へ
発
展
し
て
い
き
、
日

本
の
歯
科
界
全
体
の
組
織
化
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

ま
た
、
梓
書
院
か
ら
「
マ
ン

ガ 
西
洋
歯
科
医
の
始
祖 

小
幡

注１小幡式治療椅子　本邦歯科医の鼻祖である小幡英之
助（1850 ～ 1909）が創案し、1875（明治８）年以来
愛用した歯科用治療椅子。1915（大正４）年２月、ご
遺族より東京歯科大学に寄贈された。／写真提供：東京
歯科大学図書館

英
之
助
」
が
2
０
１
１
年
に
出

版
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
澤
諭
吉
氏
を
は
じ
め
、
明

治
の
文
明
開
化
を
支
え
た
人
材

を
輩
出
し
た
大
分
県
中
津
市
に

よ
る
郷
里
の
偉
人
に
対
す
る
顕

彰
事
業
の
一
環
と
し
て
の
出
版

物
で
す
。

小
幡
氏
は
生
前
、
簑
浦
勝
人

（
み
の
う
ら
か
つ
ん
ど
・
新
聞

記
者
・
実
業
家
・
政
治
家
）
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
こ
ん
な

言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
人
は
歯
の
掃
除
が
行

き
届
か
な
く
、
歯
疳
（
し
か

ん
）
＝
歯
石
を
貯
め
、
加
齢
と

と
も
に
多
く
の
歯
が
抜
け
て
顎

堤
・
歯
茎
も
吸
収
し
て
総
入
れ

歯
で
苦
労
す
る
」（
＊
）（
家
庭

叢
談
「
歯
の
掃
除
怠
る
べ
か
ら

ず
の
こ
と
」
簑
浦
勝
人
著
）

わが国最初の歯科専門医　小幡英之助氏わが国最初の歯科専門医　小幡英之助氏

２
０
２
５
年
度
医
療
費
の
動
向

概
算
医
療
費
の
集
計
結
果

９
月
９
日
㈬
に
開
催
さ
れ
た

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）
総
会
（
第
656
回
）

で
、
厚
生
労
働
省
よ
り
「
令
和

７
年
度 

医
療
費
の
動
向
（
概
算

医
療
費
の
年
度
集
計
結
果
）」

が
報
告
さ
れ
た
。

２
０
２
５
年
度
の
概
算
医
療

費
は
49
・
２
兆
円
で
対
前
年
同

期
比
プ
ラ
ス
２
・
６
％
の
伸
び

と
な
っ
た
。
診
療
科
別
に
み
る

と
、
歯
科
は
３
・
５
兆
円
で
プ

ラ
ス
３
・
５
％
と
な
っ
た
。

医
療
機
関
を
受
診
し
た
延
べ

患
者
数
に
相
当
す
る
受
診
延
日

数
の
伸
び
率
は
、
対
前
年
同
期

比
で
マ
イ
ナ
ス
０
・
７
％
と
な

っ
た
が
、
歯
科
の
み
プ
ラ
ス
０

・
４
％
と
な
っ
た
。

１
日
当
た
り
医
療
費
の
伸
び

率
は
、
対
前
年
同
期
比
で
プ
ラ

ス
３
・
３
％
、
歯
科
は
プ
ラ
ス

３
・
２
％
と
な
っ
た
。

歯
科
に
つ
い
て
は
、
受
診
延

日
数
は
わ
ず
か
し
か
伸
び
て
い

な
い
が
、
１
日
当
た
り
医
療
費

の
伸
び
率
は
大
き
く
、
医
療
費

を
押
し
上
げ
た
（
表
１
）

歯
科
医
療
費
の
構
成
割
合

（
診
療
内
容
別
）
を
21
年
度
と

比
較
す
る
と
、「
検
査
・
病
理

診
断
」
は
６
・
34
％
か
ら
８
・

09
％
に
、「
処
置
」
は
20
・
72

％
か
ら
21
・
19
％
、「
医
学
管

理
」
は
13
・
58
％
か
ら
14
・
90

％
と
占
め
る
割
合
が
増
加
す
る

一
方
、「
歯
冠
修
復
及
び
欠
損

補
綴
」
は
32
・
05
％
か
ら
28
・

38
％
、「
初
診
」
は
６
・
65
％

か
ら
５
・
88
％
、「
再
診
」
は

６
・
00
％
か
ら
５
・
70
％
と
減

少
し
た
（
表
２
）。

社
会
医
療
診
療
行
為
別
統
計

で
、「
処
置
」
で
あ
る
歯
周
病

安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）、
歯

周
病
重
症
化
予
防
治
療
（
Ｐ
重

防
）
を
合
わ
せ
た
算
定
回
数
と

算
定
点
数
を
見
る
と
、
21
年
度

（
集
計
対
象
は
６
月
審
査
分
）

は
約
８
億
１
千
300
万
円
だ
っ
た

の
に
対
し
、
25
年
度
（
集
計
対

象
は
８
月
審
査
分
）
は
約
15
億

３
千
700
万
円
と
大
幅
に
伸
び
て

い
る
。
歯
周
病
の
長
期
継
続
管

理
に
よ
り
、
初
診
・
再
診
が
減

少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

26
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
歯

周
病
継
続
支
援
治
療
（
Ｓ
Ｐ

Ｔ
）
に
改
編
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
傾
向
が
顕
著
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　 2021年度2021年度 2025年度2025年度

初診初診 6.65% 5.88%

再診再診 6.00% 5.70%

医学管理医学管理 13.58% 14.90%

在宅在宅 3.45% 3.93%

投薬投薬 0.77% 0.56%

注射注射 0.00% 0.01%

処置処置 20.72% 21.19%

手術・麻酔手術・麻酔 2.76% 2.69%

検査・病理診断検査・病理診断 6.34% 8.09%

画像診断画像診断 4.09% 4.46%

歯冠修復及び欠損補綴歯冠修復及び欠損補綴 32.05% 28.38%

リハビリテーションリハビリテーション 1.32% 1.35%

放射線治療放射線治療 0.02% 0.02%

歯科矯正歯科矯正 0.23% 0.29%

入院料等入院料等 0.79% 1.07%

薬剤料薬剤料 0.69% 0.61%

特定保険医療材料特定保険医療材料 0.24% 0.33%

入院時食事療養費入院時食事療養費 0.04% 0.04%

その他その他 0.25% 0.52%

総数総数 100.00% 100.00%

歯科医療費（診療内容別）構成割合　（表２）

総数総数 歯科歯科

概算医療費概算医療費 ＋2.6% ＋3.5%

受診延日数受診延日数 －0.7% ＋0.4%

１１日当たり医療費日当たり医療費 ＋3.3% ＋3.2%

2025年度概算医療費の対前年度伸び率（表１）

（出典：中医会資料より）（中医会の資料より協会で作成）

（ 6）第６７９号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２６年（令和８年）１０月１日 （第三種郵便物認可）
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◆
第
７
回
理
事
会
◆

９
月
10
日
㈭
、
午
後
７
時

00
分
〜
９
時
50
分
。
会
長
、
副

会
長
５
名
、
理
事
15
名
、
監
事

２
名
、
事
務
局
12
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】
①
オ
ン
資
「
義

務
化
」
撤
回
訴
訟
の
判
決
、
判

決
報
告
集
会
お
よ
び
記
者
・
原

告
説
明
会
が
９
月
16
日
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
確
認
。
②
「
２

０
２
７
年
８
月
か
ら
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
限
度
額
に
係
る

所
得
区
分
が
細
分
化
さ
れ
る
こ

と
等
に
伴
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
９
月
27
日
ま
で
募
集
し

て
い
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
意

見
を
出
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
③
概
算
医
療
費
が
公
表
さ

れ
、
歯
科
医
療
費
に
占
め
る
歯

科
診
療
内
容
別
の
構
成
割
合
で

は
「
処
置
」
が
21
・
２
％
、

「
医
学
管
理
」
が
14
・
９
％
と

毎
年
増
加
し
て
い
る
が
、「
歯

冠
修
復
お
よ
び
欠
損
補
綴
」
は

28
・
４
％
と
毎
年
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
④
電

子
カ
ル
テ
義
務
化
に
つ
い

て
、
上
野
大
臣
が
会
見
で
「
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
法

に
、
電
子
カ
ル
テ
普
及
の
目
標

達
成
は
政
府
に
課
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
医
療
機
関
に
電
子
カ

ル
テ
の
導
入
を
義
務
づ
け
る
も

の
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と

が
紹
介
さ
れ
た
。

【
震
災
と
豪
雨
へ
の
対
応
】
熊

本
地
震
と
千
葉
豪
雨
に
つ
い

て
、
現
在
の
状
況
と
今
後
の
対

応
を
協
議
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】
東
京
都
予
算
等
に
関
す
る

要
請
・
各
党
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

報
告
を
確
認
。
患
者
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
付
き
リ
ー
フ
の
活
用
や

10
・
29
い
の
ち
ま
も
る
総
行
動

の
参
加
を
確
認
。
次
世
代
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
の
買
い
替
え
に
関

す
る
対
応
、
医
療
資
材
に
関
す

る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
速

報
）
の
報
告
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
等
関
連
】
①
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
学
習
会
（
10

月
４
日
）」、「
宇
佐
美
宏
先
生

を
偲
ぶ
会
」（
10
月
12
日
）、
２

０
２
６
年
度
保
団
連
女
性
医
師

・
歯
科
医
師
学
習
交
流
会
（
11

月
１
日
）
の
案
内
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】
10
月
１
日

号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】
９
月
１
日
付

会
員
数
６
千
117
名
（
入
会
18

名
、
退
会
13
名
）。

２０２６年度
第７回
理事会

協
会
活
動
日
誌
２
０
２
６
年
9
月

1 火 第５回広報・HP部会
2 水 2027年度東京都予算編成への要望

に関する国民民主党都議団との懇
談、第４回経営管理部会

4 金 第６回総務会議
8 火 2027年度東京都予算編成への要望

に関する都民ファーストの会との
懇談

9 水 休保審査会（医科）
10 木 第７回理事会
11 金 第３回メディア懇談会

14 月 第５回地域医療部会
15 火 第５回共済部会、第５回社保・学術

部会
16 水 第５回口腔機能実地指導料のため

の講習会
17 木 会員無料相談デー
26 土 休保審査会（全国）
28 月 これから始める歯科訪問診療講習

会（保険請求編）
30 水 第４回組織部会、第６回院内感染防

止対策講習会

現場で役に立つ“本作り”
を目指しています。

〒108-0073 東京都港区三田 3-4-6-801
☎ 03-3798-1778 FAX03-3798-8505お求めは

2026 年 6 月
改正に対応。
保険点数の
ルールブック
A5判
2,530 円（税込）

カルテの手引き 歯科アシスタント
MY BOOK

新人スタッフ
の教育に
スタッフの
再教育に
A5判
1,650 円（税込）

歯科医療事務
症例と解説

初期カリエスか
ら有床義歯まで、
解説付き（カル
テ問題集）です。
B5判
3,080 円（税込）

イ
イ
歯
デ
ー
＆
歯
の
供
養
祭
開
催

昨
年
同
様
に

巣
鴨
の
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
「
髙
岩
寺
」
で

【
歯
の
供
養
祭
に
つ
い
て
】

ご
自
宅
や
歯
科
医
院
に
保
管
さ
れ
て
い
る
入
れ
歯
や
抜
け
た

歯
を
お
預
か
り
し
、
お
寺
で
ご
供
養
い
た
し
ま
す
。
医
院
で
保

管
さ
れ
て
い
る
入
れ
歯
や
抜
去
歯
、
ま
た
供
養
を
希
望
さ
れ
る

患
者
さ
ん
の
入
れ
歯
を
収
集
の
う
え
、
11
月
４
日
㈬
ま
で
に

「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京
連
絡
会
（
新
宿
区
高
田
馬
場
１
‐

29
‐
８
‐
６
Ｆ
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
内
）
ま
で
ご
郵
送
く
だ

さ
い
（
送
料
は
発
送
元
の
ご
負
担
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
）。

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

・
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
何
で
も
無
料
歯
科
相
談

・
口
腔
機
能
チ
ェ
ッ
ク

　
呼
吸
力
と
嚥
下
力
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
レ
ク
チ
ャ
ー

・
歯
科
技
工
関
連
の
パ
ネ
ル
展
示　
他

◆
日　
時　
11
月
８
日
㈰

　
　
　
　
正
午
〜
15
時
（
予
定
）

◆
会　
場　
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
「
髙
岩
寺
」

　
　
　
　
　
（
豊
島
区
巣
鴨
３
‐
35
‐
２
）

◆
申　
込　
「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京
連
絡
会

　
　
　
　
　
０
３（
３
２
０
５
）２
９
９
９（
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
内
） 昨年の「イイ歯デー」街頭宣伝の様子昨年の「イイ歯デー」街頭宣伝の様子

「
保
険
で
よ
い
歯

を
」
東
京
連
絡
会
で

は
、
毎
年
11
月
８
日

の
「
イ
イ
歯
デ
ー
」

に
ち
な
み
、
地
域
住

民
の
口
腔
健
康
意
識

の
向
上
と
、
歯
科
医

療
・
歯
科
技
工
の
重

要
性
を
広
く
周
知
す

る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
街
頭
宣
伝
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
11
月
８
日
㈰
に
と

げ
ぬ
き
地
蔵
尊
「
髙

岩
寺
」（
豊
島
区
巣
鴨
3-

35-

2
）
に
て
、「
イ
イ
歯
デ
ー
」
街

頭
宣
伝
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
や
患
者
さ
ん
に
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

保
険
医
に
定
年
は
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
ま
し
て
開
業

医
で
、
さ
ら
に
は
自
分
の
自

宅
で
開
業
し
て
い
る
場
合
だ

っ
た
ら
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が

な
い
限
り
、
自
身
で
診
療
で

き
な
い
と
諦
め
る
ま
で
診
療

し
て
い
け
る
と
思
っ
て
い

た
。最

近
閉
院
す
る
先
生
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
る
。
病
気
や
亡
く
な
ら
れ

る
だ
け
で
な
く
、
人
手
が
集

ま
ら
な
い
、
立
ち
退
き
を
迫

ら
れ
た
、
家
賃
が
値
上
が
り

し
て
採
算
が
と
れ
な
か
っ

た
、
な
ど
様
々
だ
。
さ
ら
に

は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ

て
い
く
診
療
体
系
に
つ
い
て

い
け
る
だ
け
の
体
力
や
知

力
、
経
済
力
が
続
か
な
か
っ

た
り
、
最
近
多
い
天
災
な
ど

に
被
災
し
て
立
て
直
す
の
が

不
可
能
に
な
っ
た
り
す
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。

私
自
身
も
、
今
は
自
宅
で

は
な
く
賃
貸
の
診
療
所
の
う

え
、
大
家
が
外
国
人
に
代
わ

っ
て
し
ま
い
、
建
物
ご
と
民

泊
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
着

々
と
そ
の
補
修
工
事
が
進
ん

で
い
る
。
幸
い
今
年
３
月
の

更
新
の
時
に
は
家
賃
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
が
、
工
事
が
終

わ
っ
て
本
格
的
に
民
泊
が
始

ま
っ
た
ら
、
ど
ん
な
環
境
に

な
る
の
か
を
考
え
る
と
あ
ま

り
明
る
い
未
来
は
想
像
で
き

な
い
。

そ
ん
な
外
部
環
境
の
み
な

ら
ず
、
自
分
自
身
の
体
力
や

注
意
力
の
低
下
を
感
じ
て
い

る
。歯

科
医
師
は
医
師
と
比
較

す
れ
ば
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で

は
な
く
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の

職
業
だ
と
思
っ
て
い
る
。
コ

ツ
や
技
術
が
ど
う
こ
う
言
っ

て
も
力
が
い
る
診
療
も
多
い

と
思
う
し
、
石
膏
や
切
削
に

よ
る
粉
じ
ん
な
ど
を
あ
び
る

こ
と
を
思
う
と
、
や
は
り
肉

体
労
働
だ
。

事
実
か
ど
う
か
は
定
か
で

は
な
い
も
の
の
、
パ
ー
ト
の

求
人
広
告
で
、
年
齢
が
上
が

る
ご
と
に
時
給
が
下
が
る
も

の
が
あ
る
と
い
う
。「
え

っ
」
と
驚
い
た
が
、
確
か
に

今
の
自
分
の
動
き
な
ど
を
考

え
る
と
、
若
い
人
ほ
ど
に
は

テ
キ
パ
キ
こ
な
せ
な
い
だ
ろ

う
か
ら
「
仕
方
な
い
か
な
・

・
・
」
と
、
変
に
納
得
し
て

い
る
自
分
が
い
た
。

患
者
さ
ん
の
こ
と
を
、
真

剣
に
考
え
て
い
る
先
生
の
中

に
は
、
先
を
見
越
し
て
の
診

療
所
承
継
を
考
え
て
い
る
方

も
多
い
。
自
分
は
こ
れ
ま
で

ど
の
程
度
患
者
さ
ん
の
た
め

に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始

ま
っ
て
き
た
今
日
、
自
分
自

身
の
生
き
ざ
ま
を
見
つ
め
直

し
て
い
る
。

職 業 寿 命
半田 紀穂子
（理事／台東区）

「保険でよい歯を」
東京連絡会ホームページ

東
京
歯
科
保
険
医
協
会
は
９

月
11
日
㈮
、
協
会
会
議
室
で
第

３
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
を
開
催

し
た
。
参
加
し
た
メ
デ
ィ
ア
は

４
社
４
名
、
協
会
か
ら
は
加
藤

開
副
会
長
が
出
席
し
懇
談
を
行

っ
た
。
司
会
は
小
林
顕
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
長
が
務
め
た
。

加
藤
副
会
長
は
、
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会
で
行
っ
た
医
療
資

材
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
も
と
に
、「
資
材
不
足
は

落
ち
着
き
始
め
て
い
る
が
、
価

格
高
騰
が
起
き
て
い
る
」
と

し
、「
歯
科
は
患
者
ご
と
に
エ

プ
ロ
ン
や
滅
菌
バ
ッ
グ
な
ど
を

使
用
す
る
。
一
つ
一
つ
の
資
材

の
値
上
げ
が
積
み
重
な
り
医
療

機
関
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
い
ま
だ
に
不
足
し
て

い
る
資
材
は
「
麻
酔
薬
剤
が
ダ

ン
ト
ツ
」
と
し
、
種
類
に
よ
っ

て
は
「
入
荷
の
見
通
し
が
全
く

立
っ
て
い
な
い
」
と
現
状
を
語

っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
「
い
つ
か

ら
不
足
し
て
い
る
の
か
」「
薬

価
を
下
げ
す
ぎ
で
は
な
い

か
」「
不
足
し
て
い
る
本
当
の

理
由
は
何
か
」
な
ど
の
質
問
が

あ
り
、
長
期
に
わ
た
り
改
善
が

で
き
な
い
厚
生
労
働
省
の
対
応

に
「
無
責
任
だ
。
信
じ
ら
れ
な

い
」
な
ど
の
意
見
も
出
た
。

続
い
て
、
８
月
に
行
っ
た
２

０
２
７
年
度
東
京
都
予
算
要
望

に
関
し
て
加
藤
副
会
長
は
、

「
都
は
現
場
を
わ
か
っ
て
い
な

い
」
と
批
判
し
た
。
例
え
ば
支

援
金
の
手
続
き
が
頻
繁
に
変
わ

る
た
め
わ
か
り
づ
ら
く
、
似
た

よ
う
な
名
称
で
混
同
し
や
す
い

点
。
急
激
な
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
対
応

を
諦
め
て
歯
科
医
業
を
辞
め
て

し
ま
う
先
生
が
い
る
こ
と
な
ど

を
例
に
、
都
に
対
し
改
善
を
求

め
た
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
熊
本
地
震
お
よ
び
千

葉
豪
雨
に
よ
る
被
害
状
況
の
報

告
に
触
れ
、「
デ
ジ
タ
ル
化
と

い
っ
て
も
、
電
気
が
な
け
れ
ば

ア
ナ
ロ
グ
対
応
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
」「
保
険
証
は
水
に
濡
れ

て
も
使
え
る
」
な
ど
Ｄ
Ｘ
化
の

弱
点
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

加
藤
副
会
長
は
最
後
に
、
第

２
世
代
の
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
入
替
費
用
に
８
０

万
円
を
提
示
さ
れ
て
困
っ
て
い

る
事
例
な
ど
も
報
告
し
た
。

資
材
不
足
は
「
麻
酔
薬
剤
が
ダ
ン
ト
ツ
」

第
3
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会加藤副会長
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― 引退後の生活はどのように考えていますか。

診療第一でやってきて家族や家のことは二の次だったので、これか
らは家を整理して、落ち着いて暮らせる環境を整えていきます。やり
たいことはやり尽くしたので、特にありません。今は仕事のために後
回しにしてきたことを、ひとつひとつ丁寧にやっていきたいという気
持ちです。ゴールデンレトリーバーの兄弟が２頭いて毎日とてもにぎ
やかで、愛犬たちともっとゆっくり過ごしたいですね。

― 現役を離れて数カ月経過していますが、今の歯科医療界をどのよ
うにご覧になっていますか。

患者さんとの距離はずいぶん近くなったと思います。50年前は「先
生」という立場が強く、上から目線の歯科医師もいましたが、昔に比
べ今は患者さんも話しやすくなりました。それはとても良い変化で
す。また、患者さんは多くの情報を持って受診されます。以前のよう
に一から説明しなくても理解していただける場面が増え、説明はしや
すくなりました。一方で診療報酬改定やオンライン資格確認など、治
療以外に対応しなければならないことがどんどん増えています。本来
一番大切なのは治療ですから、その両立は本当に大変だと思います。
現役の先生方には「頑張ってください」と伝えたいですね。

「協会がなかったら…」「協会がなかったら…」

― 協会に入会したきっかけは。

開業後に保険診療の点数について悩んでいた時に、案内をいただき
説明会に参加しました。非常に分かりやすく、「これは頼りになる」
と感じて入会しました。当時は女性院長が今より少なく、女性ゆえに
苦労する場面が多かったのですが、診療を続ける中でさまざまな相談
にも親身に対応していただきました。患者さまや従業員との問題で
も、紹介してもらった弁護士にフォローしていただき、協会の事務所
が診療所からとても近かったことも私にとっては心強い存在でした。

― 約30年前に入会され、長く会員でいらっしゃいました。

みよし歯科、もっと言うと私の歯科医師人生は、協会がなかったら
違うものになっていたと思います。それくらいお世話になりました。
診療報酬改定への対応はもちろんですが、医療制度改正を見据えた講

習会やセミナーを早い段階で開催してくださるので、「次はこういう
流れになるのだな」と先を見ながら準備することができました。最近
はオンライン開催も増えて参加しやすくなりましたし、内容も充実し
ていると思います。何よりも親身になっていただいたのがありがた
く、嬉しかったです。

― それでは今後の目標を教えてください。

まだ引退したばかりで、「ほっとした」という気持ちが一番大きい
ですね。診療所の片付けも残っていますし、まずはそこからです。こ
れまで50年以上、責任を背負ってきました。これからは肩の力を抜い
て、自分のための人生を気ままに過ごしてもいいのではないかと思っ
ています。

― 最後に、引退を考えている先生方へメッセージをお願いします。

歯科診療が人生のどれくらいの割合を占めているかは、人それぞれ
だと思います。ただ、体力や気力にはいつか必ず限界がきます。もし
診療よりも「やり残したこと」が心にあるなら、それを天秤にかけて
考えてみるのも一つの選択ではないでしょうか。引退を考える時期と
いうのは、人生を振り返る時期でもあります。今、自分が本当にやり
たいのは何なのかを見つめ直し
て、その先の限りある人生を選ん
でいけば良いと思います。私は
「やり切りました」と言えます。
“exhausted”、完全燃焼でした。

― ありがとうございました。

三好 眞知子三好 眞知子さん（みよし歯科） さん（みよし歯科） ーー後編後編ーー

　歯科医師としての“引退”に着目した本企画。すでに歯科医　歯科医師としての“引退”に着目した本企画。すでに歯科医

療の第一線を退いた先生らにお話を伺い、引退を決意した理療の第一線を退いた先生らにお話を伺い、引退を決意した理

由や医院承継、閉院の苦労などを深堀りする。今回は、半世紀由や医院承継、閉院の苦労などを深堀りする。今回は、半世紀

におよぶ歯科医師人生を終えた三好眞知子先生（75歳）の後におよぶ歯科医師人生を終えた三好眞知子先生（75歳）の後

編―。編―。

退き際の思考退き際の思考
過去の連載はHPで公開中過去の連載はHPで公開中

診療所前の案内看板は、「閉院」ではなくあえて「リニューアルオープン」とした―
 患者さんが不安にならぬよう自身の連絡先も記した

「引退を考える時は人生を振り返る時」「引退を考える時は人生を振り返る時」

半世紀の歯科医師生活を回顧半世紀の歯科医師生活を回顧

退き際の思考退き際の思考
歯科医師をやめる歯科医師をやめる

PROFILE

みよし・まちこ／1977年東京医科歯科大学歯学部卒業。
同附属病院口腔外科、補綴科を経て、1981年国立病院医
療センター歯科口腔外科へ。1990年、高田馬場にみよし
歯科を開業。2026年春、35年の歴史に幕を閉じた。

PROFILE

みよし・まちこ／1977年東京医科歯科大学歯学部卒業。
同附属病院口腔外科、補綴科を経て、1981年国立病院医
療センター歯科口腔外科へ。1990年、高田馬場にみよし
歯科を開業。2026年春、35年の歴史に幕を閉じた。

編集後記編集後記

　JR高田馬場駅戸山口から徒歩5分、東京歯科保険医協会の事務所ビ
ルを越えると、都心の喧騒から様変わりし、戸山公園の緑が広がる。
その一角に開業して約35年。おおむね10年おきに医院の内装を一新し
た。工期中は、今までの医院の装いが失われることにひどく寂しさを
覚えていた―という。そして、ついに訪れた閉院の時。外装、内装はも
ちろんのこと、道を歩けば目に入る「みよし歯科」の看板と広告は消え、
新たな医院へと生まれ変わった。ところが、あの時と同じ名残惜しさ
は全くなかった。「やり切った」―半世紀の歯科医師人生を終えた晴れ
やかな表情が新緑によく映えた。

万が一の冬に備える ググルルーーププ生生命命保保険険

あなたは「「キキリリギギリリスス」」 になる？
「「アアリリ」」になる？

楽しく冬を越せる「「アアリリ」」になるための
共済制度の詳細は同封の10月号チラシを確認！

お問合せ・ご相談は共済部まで03-3205-2999

働けない冬に備える 休休業業保保障障

老後の冬に備える 保保険険医医年年金金
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